
7.ア ルファルファ菌核病 (5J θrθιゴ盤ゴa tr〃θttθ則″)の 抵抗性系統 とその遺伝率

[要 約]菌虚重五璽皇些について表五型循:二重選立 を実施 した。 9世代選抜系統 (SR58-9)
は高い抵抗性を示すことが明らかになった。 3世代から9世代にかけての塞旦 遺伝茎

はh2=0,36で あった。Fl,F2集 団か ら推足 した遺伝率も同程度でやや低いことから、

抵抗性の遺伝はポ リジー ン によると推察される。
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[背景・ね らい]

アルフアルフア草地では、晩秋か ら春にかけて茎葉を腐敗させる菌核病の発病が北海道

か ら九州の各地でみられ衰退の一つの要因となつている。菌核病抵抗性については、表現

型循環選抜によって抵抗性系統を育成 してきたが、選抜系統は耐湿性、アブラムシ抵抗性

が劣るなどの欠点を持つので、これ らの諸障害にも強い複合抵抗性系統の育成が必要であ

る。このための育種法を検討するため、菌核病抵抗性の遺伝性を明 らかにする。

[成果の内容・特徴 ]

菌核病抵抗性について愛知菌株 を用いて 9世代の表現型循環選抜 を圃場で行い、選抜効

果を検定 した。また、選抜 5世代系統 (SR58-5)と 既存品種 (ナ ツワカバ、タチワカバ、

du Puits)と の交雑を行い、Fl,F2集 団か ら抵抗性の遺伝率を推定 した。
1.各 選抜世代の抵抗性は 1、 2世代では低かったが、 3世代 目以降向上 し、選抜 9世代
系統 (SR58-9)は 高い抵抗性 を示 した。この間の選抜による実現遺伝率は h2=0,36で あ

る (図 1)。

2.既 存品種 の生存率はナツワカバ 5%、 タチワカバ 10%、 du Puits 8%と 低かったが、
SR58-5は 53%の 高い生存率を示 した (図 2)。

3.各 交配グループともFi系統 の生存率は親品種に比べ明 らかに高 く、抵抗性の向上が認
め られたが、抵抗性程度は両親の平均値 よ り低 くなった。 F2の 生存率はFlよ りさ らに 5

%程度低 く、無選抜で世代 を重ねることによって抵抗性が低下する |ヒ貢向が認め られ る

(図 2)。

4.Fl系 統 とF2系 統の生存率にはr=0.696・ *の 有意な相関関係があ り、F2の Flに 対する回
帰か ら菌核病抵抗性 の遺伝率はh2=0.32と 推定 される (図 3)。

5。 これ らの ことか ら、菌核病抵抗性の遺伝率はやや低 く、働 きの小さな複数の遺伝子

( ポ リジー ン)に 支配されると考え られる。

[成果の活用画・留意点 ]

1。 SR58系 統 は菌核病抵抗畦品種育成に有効であるが、抵抗性の遺伝 力がやや低いので、

複合抵抗性系統の育成では本抵抗性系統を主母材 として、バ ッククロス等によ り他の有

用形質を導入する事が望 ましい。

2.本 系統は寒冷地の菌株 に対 しても抵抗性 を示すが、耐寒性が低 いので、寒冷地向 き母
材 とする場合には留意する。本抵抗性系統は研究用、公的育種用 として分譲可能。
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[具体的データ ]

(1)Y = 0.078x - 0,031

(2)Y = 0.364x - 0.880
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El 菌核病抵抗性の累積選抜圧 と選抜反応 との関係
(0は基礎集団, 0～③は選抜世代 )
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図 3 生存率の Fl集団 とF2集団 との関係
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図 2 菌核病接種 に よる Fl,F2集 団及び両親 の生存率
(SR58-5と ナツワカバ ,ク チワカバ ,duPuitsと の交雑後代集団 )

:アルフアルファ病害虫抵抗性系統の育成。
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アルフアルファ菌核病抵抗性の遺伝率 ― Fl,F2集 団による推定 ―
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